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若
年
性
認
知
症
の
支
援
に
取
り
組
む

　
若
年
性
認
知
症
や
初
期
認
知
症
の
当
事
者
と
そ
の

家
族
が
活
用
で
き
る
社
会
資
源
は
乏
し
く
、
症
状
の

進
行
防
止
や
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
参

加
の
場
が
少
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
る
。
国
は
平
成

27
年
に
「
認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略
」（
新
オ
レ

ン
ジ
プ
ラ
ン
）
を
策
定
し
て
各
都
道
府
県
に
「
若
年

性
認
知
症
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
配
置
し
、
若
年

性
認
知
症
の
人
の
就
労
支
援
や
居
場
所
づ
く
り
等
を

推
進
し
て
い
る
も
の
の
、
配
置
さ
れ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
多
く
は
若
年
性
認
知
症
支
援
の
経
験
が
少

な
く
、
就
労
支
援
や
適
切
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
で

き
る
人
材
育
成
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
大
阪
市
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
認
知
症
の

人
と
み
ん
な
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
若
年
性
認

知
症
の
当
事
者
や
家
族
へ
の
支
援
の
必
要
性
を
感
じ

て
い
た
家
族
会
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
、
平
成
20

年
1
月
に
設
立
さ
れ
た
。

　
主
な
活
動
と
し
て
、
平
成
28
年
に
大
阪
府
か
ら
若

年
性
認
知
症
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
委
託
を
受
け
、

来
所
・
訪
問
に
よ
る
相
談
事
業
を
は
じ
め
、
就
労
支

援
と
生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め
の
居
場
所「
タ
ッ
ク
」

を
運
営
す
る
ほ
か
、
支
援
者
向
け
の
研
修
事
業
や
家

族
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
居
場
所
の
利
用
者
は
50
歳
代
の
男
性
が
多
く
、
生

き
が
い
に
つ
な
が
る
仕
事
の
場
と
し
て
「
く
る
み
ボ

タ
ン
づ
く
り
」
な
ど
の
作
業
を
行
う
ほ
か
、
ア
ー
ト

ワ
ー
ク
と
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
う「
ぱ
ー
く
す
カ
フ
ェ
」を
隔
月
で
開
催
し
、活
動

を
通
じ
て
就
労
支
援
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
居
場
所
を
開
設
し
た
経
緯
と
活
動
に
つ
い
て
、
代

表
の
沖
田
裕
子
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
設
立
当
時
は
、
若
年
性
認
知
症
の
人
を
対
象
に

し
た
社
会
資
源
や
行
政
の
支
援
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

当
事
者
は
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
の
か
も
わ
か
ら

ず
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。い
ま
で
こ
そ
、認
知
症
カ
フ

ェ
な
ど
の
社
会
資
源
が
増
え
、
利
用
し
て
い
る
人
も

い
ま
す
が
、
生
き
が
い
づ
く
り
や
就
労
支
援
な
ど
若

年
性
認
知
症
の
人
の
支
援
ニ
ー
ズ
が
高
齢
者
と
は
異

な
る
た
め
、
若
年
性
認
知
症
を
対
象
に
し
た
仕
事
が

で
き
る
居
場
所
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、多
く
の
居
場
所
は
活
動
が
週
1
回
程
度
で
す
が
、

週
1
回
の
活
動
で
は
生
活
の
リ
ズ
ム
を
つ
く
る
こ
と

が
難
し
い
た
め
、
当
法
人
で
は
居
場
所
を
週
4
日
開

催
し
、
日
常
的
に
本
人
・
家
族
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」。

若
年
性
認
知
症
の

適
切
な
支
援
体
制
の
構
築
に
取
り
組
む

　
同
法
人
は
、
平
成
30
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
若
年
性
認
知
症
の
人
の
た
め
の
生
き
が
い
づ

若
年
性
認
知
症
の
人
の
生
き
が
い
と

就
労
を
サ
ポ
ー
ト

　
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）
が
行

う
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
）
は
、

国
庫
補
助
金
や
寄
付
金
を
財
源
と
し
、
高
齢
者
・
障

害
者
な
ど
が
地
域
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
が
行
う
民
間
の
創
意
工
夫
あ
る
活
動
な
ど
に

対
し
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
た
特
定
非
営

利
活
動
法
人
認
知
症
の
人
と
み
ん
な
の
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

大
阪
市
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
認
知
症
の
人
と
み
ん
な
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

 WAM から ひと言

　これまで若年性認知症の人への
サービスや居場所作りに取り組む中
で、就労や生きがい支援を行う必要性
を明確にし、当事者の声を受け止めて
多様なプログラム開発を行ってきまし
た。本事業では居場所において当事
者同士が互いに相談に応じるピアサ
ポート活動を実施し、居場所と相談と
就労をうまく繋げた好事例となってい
ます。また、全国の若年性認知症コー
ディネーターなどの参考となるよう、
アセスメントシート普及のための事例
集づくりや研修、サポートブックを通
じて、これまで得られた知見を発信し
ていることも評価しています。

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき
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く
り
事
業
」
を
実
施
し
た
。

　
同
事
業
は
、
若
年
性
認
知
症
の
人
の
適
切
な
支
援

体
制
の
構
築
を
目
的
に
、
①
就
労
支
援
ア
セ
ス
メ
ン

ト
シ
ー
ト
の
普
及
を
目
的
と
し
た「
事
例
集
づ
く
り
」

と
「
研
修
」、
②
居
場
所
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

践
研
修
、
③
居
場
所
「
タ
ッ
ク
」
を
実
習
の
場
と
し

た
人
材
育
成
、
④
タ
ッ
ク
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
当
事
者

相
談
な
ど
を
実
施
し
た
。

　
な
お
、
同
法
人
は
、
平
成
29
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成

で
若
年
性
認
知
症
の
人
の
就
労
と
生
き
が
い
づ
く
り

を
支
援
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
全

国
各
地
に
い
る
若
年
性

認
知
症
の
人
へ
の
就
労

支
援
の
経
験
が
豊
富
な

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等

に
活
用
し
て
も
ら
い
、

シ
ー
ト
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
を
行
う
と
と
も

に
、
居
場
所
で
実
践
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

30
年
度
は
改
良
し
た
ア

セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の
普
及
を
図
る
こ
と
に
加
え
、

居
場
所
「
タ
ッ
ク
」
の
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
継
続
し
な

が
ら
、
同
様
の
活
動
を
地
域
に
広
げ
て
い
く
と
と
も

に
、
適
切
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
で
き
る
人
材
の
育

成
に
取
り
組
ん
だ
。

ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の
普
及
に
向
け

事
例
集
づ
く
り
と
研
修
を
開
催

　
就
労
支
援
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の
普
及
に
向
け

た
事
例
集
づ
く
り
と
研
修
で
は
、
経
験
が
少
な
い
支

援
者
で
も
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
が
で

き
る
よ
う
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー

ト
を
活
用
し
た
事
例
集
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
支

援
者
を
対
象
に
シ
ー
ト
と
事
例
を
用
い
た
研
修
会
を

開
催
し
た
。

　
事
例
集
づ
く
り
で
は
、
東
京
都
と
大
阪
府
で
事
例

集
づ
く
り
検
討
会
（
各
2
回
）
を
開
催
し
、
29
年
度

に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
を
活
用
し
た
全
国
の
若
年

性
認
知
症
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
7
人
の
支
援
者

の
協
力
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
事
例
を
出
し
あ
い
な

が
ら
掲
載
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　
作
成
し
た
事
例
集
に
つ
い
て
、
副
代
表
理
事
の
杉

原
久
仁
子
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
事
例
集
は
、『
就
労
と
生
き
が
い
づ
く
り
』
の
両

面
の
事
例
を
掲
載
し
、
就
労
支
援
の
課
題
を
明
確
に

特定非営利活動法人 認知症の人と
みんなのサポートセンター
若年性認知症の人のための生きがいづくり事業

平成 30 年度事業

助成額
729 万 8 千円

【事業概要】
若年性認知症の人や家族が活用できる社会資源が不足するなか、当
事者の生きがいや就労を支援することを目的に、就労アセスメント
シートの普及に向けた事例集の作成や研修のほか、居場所づくりの
プログラム研修や当事者同士のピアサポートなどを実施する事業

【実施内容】
�◆�就労支援アセスメントシート普及を目
的とした「事例集づくり」と「研修」
若年性認知症の就
労支援の経験が豊
富なコーディネータ
ー等と協働し、シ
ートを活用した事
例集を作成すると
ともに研修を実施

◆居場所づくりプログラムの実践研修
他地域で若年性認知症の居場所づくり
が行えるよう、支援者を対象にしたプ
ログラム研修を実施

◆居場所「タック」を実習の場とした「人
材育成」
「タック」で実践する多様なプログラ
ムを継続するとともに、プログラム研
修受講者の実習の場として適切な支援
を行う人材を育成

◆タックメンバーによる当事者相談（タ
ックドア）
若年性認知症の当事者同士が相談に応
じるピアサポートを実施

【成果】
◆就労支援アセスメントシートの普及のため
の研修（全 3回）には延べ 48人が参加。
アンケートでは参加者の満足度が高く、「ア
セスメントシートを活用していきたい」と
いう回答が多く寄せられた

◆居場所づくりのプログラム実践研修（全3
回）は、支援者を中心に延べ49人が参加
し、居場所の運営に必要な知識や適切なプ
ログラムについて学んだ

◆「タック」で実施した各プログラムの利用
実績は、「脳とからだのワーク」（月 2回）
は延べ 145人、「言語療法」（月 2回）は
延べ68人、くるみボタン作業（月10回）
は延べ 824 人、「アロマセラピー」（年間
6回）と「アートワーク」（年間 6回）は
延べ52人が参加。プログラム研修の受講
者4人が実習を行った

▼
　助成事業では、報告書や就労支援アセスメ
ントシートを活用した事例集のほか、言語療
法の実践から具体的なサポート方法をまとめ
た「認知症言葉のサポートブック」を作成。サ
ポートブックは、助成事業終了後に新聞に掲
載され、300件近くの問い合わせがあった

事業概要

就労支援アセスメントシートの普及に向
け、シートと事例集を用いた研修を 3 回
開催し、延べ 48 人が参加した

他地域でも若年性認知症の居場所づく
りが広がるよう、支援者を対象にした
プログラム実践研修（3 回）を開催
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し
、
地
域
性
を
踏
ま
え
た
事
例
を
盛
り
込
ん
で
い
る

こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
専
門
職
の
多
く
は

認
知
症
高
齢
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
経
験
は
あ
る
一

方
、
若
年
性
認
知
症
の
人
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
経
験

は
少
な
く
、
必
要
な
情
報
や
対
応
方
法
な
ど
に
つ
い

て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト

シ
ー
ト
を
活
用
し
た
事
例
集
を
つ
く
る
こ
と
で
若
年

性
認
知
症
の
人
へ
の
支
援
に
活
か
し
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」。

　
さ
ら
に
、ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の
普
及
に
向
け
、

支
援
者
を
対
象
に
シ
ー
ト
と
事
例
集
を
用
い
た
事
例

研
修
（
計
3
回
）
を
開
催
し
、
認
知
症
地
域
支
援
推

進
員
や
家
族
会
、
障
害
者
支
援
施
設
の
職
員
な
ど
延

べ
48
人
が
受
講
し
た
。

　
受
講
者
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
ア

セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
を
活
用
し
て
い
き
た
い
」、「
ア

セ
ス
メ
ン
ト
の
視
点
の
幅
が
広
が
っ
た
」
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
、
参
加
者
全
員
が
満
足
と
回
答
し
て
お

り
、
充
実
し
た
研
修
会
と
な
っ
た
。

居
場
所
づ
く
り
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
践
研
修
を
開
催

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
他
地
域
で
若
年
性
認
知
症
の
居

場
所
づ
く
り
が
行
え
る
よ
う
、
支
援
者
を
対
象
に
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
践
研
修
（
3
回
）
を
開
催
し
、
大

阪
市
の
各
区
に
配
置
さ
れ
た
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
の
専
門
職
や
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
、
家

族
会
な
ど
居
場
所
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
49
人
が
受

講
し
た
。

　「
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
践
研
修
で
は
、
居
場
所
づ
く
り

の
意
義
や
実
施
方

法
、
運
営
に
必
要
な

知
識
な
ど
の
講
義
を

は
じ
め
、
運
動
と
対

話
で
脳
に
心
地
よ
い

刺
激
を
も
た
ら
し
な

が
ら
自
己
主
張
を
引

き
出
す
『
脳
と
か
ら

だ
の
ワ
ー
ク
』や『
言

語
療
法
』、『
ア
ロ
マ

セ
ラ
ピ
ー
』、『
ア
ー

ト
ワ
ー
ク
』
な
ど
、

居
場
所
で
実
践
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
修

を
行
い
ま
し
た
。『
ア

ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
』
や

『
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
』

の
研
修
で
は
、『
タ

ッ
ク
』
の
利
用
者
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、
講
師
役

と
し
て
日
頃
か
ら
実
践
し
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受

講
者
に
伝
え
て
も
ら
い
ま
し
た
」（
沖
田
代
表
）。

　
ま
た
、
30
年
度
の
助
成
事
業
で
は
、
居
場
所
「
タ

ッ
ク
」
で
実
施
す
る
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
催
頻
度
を

増
や
す
と
と
も
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
践
研
修
受
講
者

を
実
習
の
場
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
実

践
的
な
居
場
所
運
営
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
が
で
き

る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
た
。

　
助
成
期
間
中
に
「
タ
ッ
ク
」
で
実
施
し
た
各
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
利
用
実
績
は
、「
脳
と
か
ら
だ
の
ワ
ー
ク
」

（
月
2
回
）
は
延
べ
１
４
５
人
、「
言
語
療
法
」（
月

2
回
）
は
延
べ
68
人
、「
く
る
み
ボ
タ
ン
作
業
」（
月

10
回
）
は
延
べ
８
２
４
人
、「
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
」（
年

居場所「タック」では、「脳
と体のワーク」、「くるみボタ
ン作業」、「言語療法」など、
さまざまなプログラムを定期
的に実施した

言語療法の実践か
ら具体的なサポー
ト方法をまとめた

「認知症言葉のサ
ポートブック」を
作成。新聞に取り
上げられ、大きな
反響があった副代表理事

杉原��久仁子�氏

アセスメントシートの使用手順の例

面談時　初回から数回目までに
シート１
フェース
シート

シート５
ジョブ
ベース

再就職
就労継続

シート8
居場所

新しい
居場所

就労や生きがいづくり

シート６
つながる
シート

シート７
社会資源
活用

障害福祉サービス
介護保険サービスに
つながりにくい場合

介護保険等の利用

シート２
活動性
と希望

シート３
支援の
必要性

シート４
社会
資源

john
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間
6
回
）
と
「
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
」（
年
間
6
回
）
は

あ
わ
せ
て
52
人
が
参
加
し
た
。

　
人
材
育
成
と
し
て
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
践
研
修
の

受
講
者
4
人
が
実
習
を
受
け
、
居
場
所
づ
く
り
や
適

切
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
方
法
な
ど
を
学
ん
だ
。

「
タ
ッ
ク
」
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

当
事
者
相
談
を
実
施

　
さ
ら
に
、
居
場
所
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
タ
ッ

ク
の
メ
ン
バ
ー
が
よ
り
自
主
的
に
仲
間
同
士
の
支
え

あ
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的
に
、
当
事

者
同
士
が
互
い
に
相
談
に
応
じ
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を

実
施
し
た
。

　「
当
事
者
同
士
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
は
設
立
当

初
か
ら
大
事
に
し
て
き
ま
し
た
が
、
助
成
事
業
に
よ

っ
て
毎
月
『
タ
ッ
ク
ド
ア
』
と
い
う
名
称
で
意
識
的

に
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
利
用
者

の
自
主
性
が
出
て
き
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
相
談
内
容
と
し
て
は
、
病
気
の
こ

と
を
周
り
の
人
た
ち
に
い
つ
、
ど
の
よ
う
に

伝
え
れ
ば
よ
い
の
か
、
若
年
性
認
知
症
の
診

断
を
受
け
て
か
ら
ど
の
よ
う
に
病
気
と
向
き

あ
う
か
、
ご
家
族
と
の
付
き
合
い
方
な
ど
に

つ
い
て
、
先
輩
の
当
事
者
が
自
分
の
経
験
を

後
輩
の
当
事
者
に
伝
え
て
い
ま
す
。
居
場
所

で
何
を
や
り
た
い
か
と
い
う
話
に
な
っ
た
と

き
に
、『
仕
事
を
し
て
い
る
と
き
は
仕
事
を

通
じ
て
社
会
の
役
に
立
っ
て
い
た
が
、
今
後

は
後
か
ら
続
く
若
年
性
認
知
症
の
人
の
た
め

に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
自

分
の
役
割
』
と
話
し
て
い
た
利
用
者
が
と
て

も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
」（
杉
原
氏
）。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
助
成
事
業
で
は
言
語
療
法
の
実

践
か
ら
具
体
的
な
サ
ポ
ー
ト
方
法
を
掲
載
し
た
「
認

知
症
　
言
葉
の
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
、
大

き
な
反
響
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
は
、
認
知
症
関
連
の
学
会
や
報

告
会
、
研
修
な
ど
で
配
布
し
た
が
、
助
成
事
業
終
了

間
近
に
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
関
西
地
方
に
と
ど

ま
ら
ず
、
全
国
各
地
の
若
年
性
認
知
症
の
家
族
や
支

援
者
か
ら
３
０
０
件
近
い
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
希

望
者
全
員
に
配
布
し
て
い
る
。

居
場
所
の
継
続
的
な
利
用
に
よ
り

柔
軟
な
対
応
が
可
能
に

　
助
成
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
、
沖
田
代
表
は
次
の

よ
う
に
語
る
。

　「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の
普
及
と
と
も
に
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
実
践
研
修
な
ど
を
通
じ
て
若
年
性
認
知
症

の
人
へ
の
支
援
の
必
要
性
が
周
知
さ
れ
た
こ
と
は
成

果
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

『
タ
ッ
ク
』
で
実
践
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
、
当

事
者
が
生
き
が
い
を
感
じ
ら

れ
る
場
所
と
し
て
継
続
的
に

利
用
し
て
も
ら
え
る
こ
と

で
、
就
労
や
ス
ム
ー
ズ
な
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に

つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
本
人
の
症
状
の
変
化
に

も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」。

　
若
年
性
認
知
症
の
人
が
活

用
で
き
る
社
会
資
源
が
不
足

す
る
な
か
、
当
事
者
が
生
き

が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
社

会
づ
く
り
を
推
進
す
る
同
法

人
の
取
り
組
み
が
全
国
に
広

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　若年性認知症の人の相談窓口
や居場所の活動が浸透すること
で、働いている人の相談も増え
ており、早期対応することによ
り、職場に復帰できる人もいらっ
しゃいます。認知症だから働け
ないとあきらめないでほしいですし、そのためにも相談
できる居場所があることをもっと知ってもらう必要があ
ると思います。
　今後の展望としては、居場所の活動を継続させていく
ことがいちばん大事になりますが、若年性認知症の人た
ちは経済的に苦しいこともあり、利用料金などはワンコ
インが限界のため、安定した運営資金を確保することが
課題です。
　また、当事者の子どもに対する支援が十分でないこと
が、もう一つの課題としてあります。子どもといっても幼
児から 40 歳代と幅広く、子どもに対する説明で参考とな
るようなガイドブックを作成する必要性を感じています。

特定非営利活動法人認知症の人
とみんなのサポートセンター

代表  沖田  裕子氏

当事者の子どもへの
支援が必要

●NPO リソースセンター
NPO 支援課（助成事業の相談・募集、NPO の融資相談等）
  TEL  : 03-3438-4756　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

NPO 振興課（助成事業の広報、事業評価等）
  TEL  : 03-3438-9942　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

社会福祉振興助成事業に
関 す る お 問 い 合 せ

〒537－0024　大阪市東成区東小橋 1－18－33
ぱーくす倶楽部内 

T E L： 06－6972－6490
F A X： 06－6972－6492
U R L： https://minnanospc.grupo.jp/
設　　立：平成 20 年 1 月
代　　表：沖田　裕子

◆団体概要

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ

NPO 等 の 民 間 福 祉 活 動 へ の
応援よろしくお願いします！

�お問合せ先：03－3438－0211（総務部総務課）

当機構では
寄付金を募集
しています
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